
2026.8 N
o.260  令

和
8年

8月
20日

　
発

行
／

飯
南

町
　

編
集

／
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
　

〒
690-3513  島

根
県

飯
石

郡
飯

南
町

下
赤

名
880　

電
話（

0854）76-2864  FA
X（

0854）76-2221　
https://w

w
w

.iinan.jp/
広
報

教育 健康・保健 文化・体育 その他9
2026

260
まちのスケジュール

町の人口　4,180人（前月比－6人）  世帯数1,972戸　R8.8.1 現在

食生活改善推進員養成講座（保健福祉センター）

オレンジカフェ（交流センターとんばら）

乳がん検診（来島交流センター）
オレンジカフェ（つがか工房）

ほっと。cafe子育て世代食講座（来島保健センター）

頓原中体育祭

乳がん検診（午前：さつき会館　午後：保健福祉センター）

乳児・1歳6か月児・3歳児健診（保健福祉センター）

親子で防災キャンプ（赤名改善センター）

飯南町秋季畜産共進会

はぴこ無料結婚相談会（役場本庁舎）※予約制

国民健康保険料納期限・後期高齢者医療保険料納期限

行政相談（さつき会館）

赤名小始業式

赤来中体育祭

しまね家庭の日

赤名小運動会

オレンジカフェ（上赤名会館）
小学校運動会（頓原・来島）
志々地区合同体育大会

赤名地区町民体育大会（赤名小）

スマホで
広報誌を
読んでみ
ませんか

ᄫႊྎ୰ಠԢԝԢ

ほっと。Café（来島保健センター）〈毎週火・水・金曜日〉
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「
出
雲
大
社
の
大
し
め
縄
を
作
れ
る
職
人

に
な
り
た
い
」。そ
の
夢
を
胸
に
、令
和
2
年

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
た

古
賀
崇
真
子
さ
ん
。任
期
終
了
後
も
飯
南
町

注
連
縄
企
業
組
合
の
職
人
と
し
て
ひ
た
む

き
に
研
鑽
を
重
ね
、7
月
21
日
に
は
念
願

だ
っ
た
出
雲
大
社
神
楽
殿
で
の
架
け
替
え

作
業
に
臨
み
ま
し
た
。

　

自
身
初
と
な
る
大
し
め
縄
の
奉
納
。ベ
テ

ラ
ン
職
人
た
ち
の
背
中
を
追
い
な
が
ら
、真

剣
な
眼
差
し
で
大
役
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

す　

ま　

こ

　
「
農
業
人
口
の
減
少
が
進
ん
で
も
食
料
需

給
を
維
持
で
き
る
、持
続
可
能
な
農
業
を
目

指
し
て
い
ま
す
」。

　

そ
う
話
す
の
は
、大
手
農
業
機
械
メ
ー

カ
ー
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
活
躍
す
る
大
役

寺
泰
平
さ
ん（
40
歳
）。大
学
等
で
機
械
工
学

を
学
ん
だ
後
、生
き
る
の
に
欠
か
せ
な
い「
食

料
」に
関
す
る
仕
事
が
し
た
い
と
、大
手
農
業

機
械
メ
ー
カ
ー
へ
の
就
職
を
決
め
ま
し
た
。

　

所
属
し
て
い
る「
先
行
開
発
部
」は
、将
来

に
わ
た
り
農
業
を
維
持
す
る
た
め
、「
少
し
先

の
未
来
を
見
据
え
た
新
し
い
農
業
機
械
の
開

発
」を
手
が
け
る
部
署
。化
石
燃
料
を
使
わ

ず
、電
気
で
動
く
農
業
機
械
や
、自
動
操
縦
が

で
き
る
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
開
発
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

農
家
の
方
と
話
を
し
な
が
ら
、機
械
の
性

能
や
、農
作
業
の
工
程
を
確
認
す
る
こ
と
も

あ
る
の
だ
そ
う
。

　
「
開
発
し
た
機
能
や
機
械
の
改
良
に
よ
り
、

農
作
業
が
楽
に
な
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
た

時
は
う
れ
し
い
」と
大
役
寺
さ
ん
は
微
笑
み

ま
す
。

　

大
役
寺
さ
ん
の
開
発
す
る
農
業
機
械
は
、

農
業
人
口
の
高
齢
化
や
減
少
、中
山
間
地
域

の
農
業
効
率
化
な
ど
、ま
さ
に
飯
南
町
が
抱

え
て
い
る
課
題
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
「
離
れ
て
い
て
も
飯
南
町
の
こ
と
が
好
き

で
す
。機
械
の
開
発
を
通
し
て
、少
し
で
も
地

元
に
貢
献
し
た
い
」と
大
役
寺
さ
ん
。手
が
け

た
農
業
機
械
が
、こ
の
ま
ち
で
活
躍
す
る
日

も
遠
く
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
世
代
の
農
業
機
械
開
発
に
奮
闘
す
る
視

線
の
先
に
は
、豊
か
な
農
地
に
囲
ま
れ
た
、ふ

る
さ
と
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

技
術
が
拓
く
、次
世
代
の
農
業

61
このまちに住んで
いようと、なかろう
と、ルーツをたどれ
ば飯南町。生まれや
育ちは違っても、飯
南町に縁やゆかり
がある。そんな人た
ちを紹介します。今
回登場した人が次の
人を指名。つながり
続くよどこまでも。

下赤名出身。赤来中、松
江工業高等専門学校電
子制御工学科卒業。高
専卒業後は豊橋技術科
学大学へ編入し、機械
工学を専攻。現在は大
手農業機械メーカーで
エンジニアとして活
躍。（滋賀県在住）

趣味は登山と家庭菜園という大役
寺さん。子どもと一緒に収穫し、採
れたての野菜の美味しさを味わう
のが楽しみ。飯南町の好きなところ
は「気持ち良く過ごせるところ」。星
空や空気などまちの環境や雰囲気
が好きだと話します。特集  ソフトボールを応援しよう！

夢を綯う（出雲大社神楽殿大しめ縄奉納）を綯う綯綯綯綯
な
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笑顔と誇りを未来へつなぐまち  飯南

大役寺 泰平 さん
だい やく   じ たい へい

敬老の日

国民の休日

秋分の日



   

飯
南
で
活
躍
す
る

   
レ
ッ
ド
フ
ェ
イ
ク

　

飯
南
町
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
あ
る

の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

令
和
6
年
6
月
に
結
成
さ
れ
た「
レ
ッ
ド

フ
ェ
イ
ク
」は
、飯
南
町
を
拠
点
に
、社
会
人

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
と
し
て
発
足
。平
均

年
齢
が
20
代
の
勢
い
の
あ
る
チ
ー
ム
で
す
。

　

飯
南
町
、雲
南
市
、大
田
市
の
出
身
者
や
、

飯
南
高
校
の
野
球
部
に
所
属
し
て
い
た
人
な

ど
が
加
入
。ル
ー
ツ
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す

が
、飯
南
に
縁
や
繋
が
り
の
あ
る
選
手
が
揃

い
ま
す
。大
学
生
や
社
会
人
に
な
っ
て
、初
め

て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
入
っ
た
と
い
う

選
手
も
多
く
、学
業
や
仕
事
の
か
た
わ
ら
、週

に
１
度
の
練
習
に
励
み
ま
す
。

   

展
開
が
早
い
の
が
面
白
い
ポ
イ
ン
ト

　
「
年
齢
が
若
い
チ
ー
ム
だ
か
ら
こ
そ
、仲
の

良
さ
や
タ
フ
さ
が
あ
る
」と
話
す
の
は
、キ
ャ

プ
テ
ン
で
飯
南
町
出
身
の
飯
島
義
仁
さ
ん
。出

雲
市
で
仕
事
を
し
な
が
ら
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

練
習
や
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。飯
南
高
校

の
野
球
部
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
も
活
躍
し
、

レ
ッ
ド
フ
ェ
イ
ク
で
も
チ
ー
ム
を
率
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、野
球
と
は
似
て
非
な
る

ス
ポ
ー
ツ
。野
球
経
験
者
と
い
え
ど
も
、ル
ー
ル

の
違
い
や
試
合
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
驚
く
と
飯

島
さ
ん
は
言
い
ま
す
。「
ピ
ッ
チ
ャ
ー
か
ら
バ
ッ

タ
ー
ま
で
の
投
球
距
離
や
塁
間
の
距
離
が
短

い
分
、試
合
の
展
開
が
早
い
。や
っ
て
み
る
と
野

球
と
は
全
然
違
う
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
感
じ
た
し
、

別
の
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

   

楽
し
く
や
っ
て
い
る
こ
と
が

   

チ
ー
ム
の
持
ち
味

　
「
昨
年
、キ
ャ
プ
テ
ン
に
誘
わ
れ
て
チ
ー
ム

に
加
入
し
た
」と
言
う
の
は
、セ
ン
タ
ー
を
守

る
本
田
純
平
さ
ん（
雲
南
市
）。「
未
経
験
で
も

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
好
き
な
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

本
田
さ
ん
は
町
外
出
身
で
す
が
、飯
南
高

校
野
球
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。高
校
卒

業
後
に
町
外
へ
出
ま
し
た
が
、レ
ッ
ド
フ
ェ

イ
ク
に
加
入
す
る
こ
と
で
、飯
南
と
の
つ
な

が
り
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
飯
南
町
に
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
多
い
と
思
う
。高

校
時
代
に
、飯
南
町
の
皆
さ
ん
が
野
球
部
を

応
援
し
て
く
れ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。あ
の
時
と
変
わ
ら
ず
、今
も
頑
張
っ
て
い

る
よ
と
伝
え
た
い
」と
、本
田
さ
ん
は
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

　2030年に開催される「島根かみあり国スポ・全スポ2030」。飯南町では、
国スポの正式競技としてソフトボールの試合が行われることになっており、
おととし、新たにソフトボールチームが結成。国スポ開催に先立ち、取組を続
ける新チーム「レッドフェイク」と飯南町ソフトボール協会を紹介します。

よ
し
ひ
こ

   

審
判
員
・
記
録
員
の
育
成
も
不
可
欠

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
す
る
に
あ

た
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
な
の
が
、審
判
員

と
記
録
員
で
す
。審
判
員
は
、公
正
・
公
平
な

判
断
の
も
と
に
試
合
を
円
滑
に
進
行
す
る
の

が
役
目
。試
合
中
の
全
て
の
プ
レ
ー
を
正
確

に
記
録
し
、審
判
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
係
と
連
携

し
な
が
ら
試
合
の
進
捗
管
理
に
務
め
る
の
が

記
録
員
で
す
。

　

令
和
4
年
8
月
に
設
立
さ
れ
た
飯
南
町
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
に
は
、審
判
員
が
20
人
、記

録
員
が
8
人
所
属
し
て
い
ま
す
。

   「
で
き
る
こ
と
は
し
た
い
」と

   

審
判
資
格
を
取
得

　

審
判
委
員
長
を
務
め
る
宇
治
田
崇
宏
さ
ん

（
下
来
島
）は
、飯
南
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

の
発
足
と
同
時
に
審
判
の
資
格
取
得
を
目
指

し
ま
し
た
。国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
の
よ
う
な
全
国

大
会
で
審
判
が
で
き
る
第
１
種
審
判
員
の
資

格
を
取
る
ま
で
に
は
、数
年
間
の
審
判
と
し

て
の
実
務
経
験
が
必
要
で
す
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
塁
間
が
短
く
、選
手
や

ボ
ー
ル
の
動
き
が
速
い
な
ど
す
べ
て
が
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
。審
判
員
は
瞬
発
的
な
判
断
が

求
め
ら
れ
ま
す
。「
試
合
の
中
で
は
常
に
さ
ま

ざ
ま
な
部
分
に
気
や
目
を
配
ら
な
い
と
い
け

な
い
。難
し
い
判
断
に
な
る
場
面
も
あ
り
ま

す
が
、培
っ
た
経
験
と
感
覚
で
判
断
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。日
々
勉
強
で
す
」と
、審
判

の
難
し
さ
を
話
し
ま
し
た
。

   

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
年
齢
に
合
わ
せ
て
部
門

が
分
か
れ
て
い
ま
す
。レ
ッ
ド
フ
ェ
イ
ク
は

15
歳
以
上
で
編
成
さ
れ
る
一
般
男
子
チ
ー
ム

で
す
が
、「
シ
ニ
ア
」「
ハ
イ
シ
ニ
ア
」な
ど
部

門
ご
と
に
年
齢
制
限
が
あ
る
た
め「
年
齢
を

重
ね
て
も
、長
く
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」

と
宇
治
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

来
月
13
日
に
は
、頓
原
町
民
野
球
場
を
会
場

に
、一
般
男
子
の
部
で
行
わ
れ
る
島
根
県
大
会

に
レ
ッ
ド
フ
ェ
イ
ク
も
出
場
す
る
予
定
。飯
南

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
も
運
営
を
担
い
ま
す
。

「
町
内
で
行
わ
れ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
盛

り
上
が
る
よ
う
に
、少
し
で
も
力
に
な
り
た

い
」と
、宇
治
田
さ
ん
は
話
し
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
集
ま
る
レ
ッ
ド
フ
ェ
イ
ク
の

選
手
、飯
南
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
ス
タ
ッ

フ
が
、飯
南
町
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
活
動
に
励
む
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
元
チ
ー
ム
の
試
合
を
観
戦
す
る
こ
と
で

地
域
が
元
気
に
―
―
。み
ん
な
で
一
緒
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

合
を
観
戦
す
る
こ
と
で

地
元
チ
ー
ム
の
試
合

域
が
元
気
に
―
―
。み
ん
な
で
一
緒
に

―ん
か
。

ー
ル
を
送
り
ま
せ
ん
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ピッチャー・セカンド
飯島 義仁 さん

　野球の経験しかなかったですが、ソ
フトボールはやってみると野球とは全
然違う競技でした。野球にはない、浮
き上がるような変化球や、試合のス
ピード感を楽しんでもらいたい。
　国スポ開催までまだ年数がありま
すが、まずはチームが継続して活躍
できること。20歳代前半の若い選手
も多く、飯南町のチームとして続けて
いくために、彼らにも頑張ってもらい
たいと思っています。

守備

キャプテン

センター
本田 純平 さん

　キャプテンとは飯南高校野球部
で一緒に切磋琢磨した仲です。冷
静な判断をしてくれるので、チーム
全体が引き締まります。
　どんな時でも浮き沈みしない安
定したチームづくりをしたい。国ス
ポに向けてこれからも試合が行わ
れますが、野球部時代に応援してく
れていた町民の皆さんに、ソフト
ボールでも活躍する姿も見てもらい
たいです。

守備

　203
国スポ
おとと

飯南町ソフトボール協会 審判委員長
宇治田 崇宏 さん

　赤来地区ソフトボール大会で、試合の運営
や審判をしていたことがきっかけで声が掛か
り、正式な審判員の資格取得を目指しました。
　1年前、公認審判員の第2種を取りました。
全国大会で審判ができる第1種取得の認定
会は、さらに1年間の経験を積むと受けられ
ます。
　レッドフェイクが結成されたこと、町内で
ソフトボール大会が開催されることは飯南町
にとって大きなこと。試合がある時には、ぜひ
球場まで試合を見に来てください。

プ
レ
ー
す
る
人
も

　
　
　
　
　

支
え
る
人
も
。

地
域
に
広
が
る

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
輪



世界を舞台に活躍するダンスグループと

新しい盆踊りをつくろう！

ひといきいき

「神楽」を表現した力強い振付

　（公財）しまね文化振興財団、赤名公民館等によ
り、ダンスグループ「コンドルズ」と一緒に、新しい盆
踊りをつくるワークショップが開催されました。
　「コンドルズ」は日本のコンテンポラリーダンス界
を牽引するダンスグループ。参加者はコンドルズの
振付師　近藤良平さんらと共に、まちの魅力を体で
表現した振付を考案しました。

7月11日●土 赤名改善センター
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江の川のゆっくりとした流れは初心者でも安心

　町内の５つの公民館の共催事業として、小学３年生
から６年生を対象としたカヌー体験が行われました。
　参加児童26人は、インストラクターからパドルの
使い方やカヌーの乗り降りなどを教えてもらい、川に
漕ぎ出しました。初めてカヌーを体験した子どもたち
も、すぐにカヌーの乗り方に慣れ、笑顔で水面からの
風景を楽しみました。

7月24日●金 カヌーの里おおち（美郷町）

レッツチャレンジ！アウトドア

公民館５館でカヌー体験
ソフトボール大会で島根県予選優勝

レッドフェイクが優勝報告

大会で活躍したレッドフェイクの選手

　7月12日に開催された西日本一般男子ソフトボー
ル大会島根県予選で、本町のソフトボールチーム
「レッドフェイク」が優勝し、監督と選手が町長を訪問
しました。今回の優勝で、10月31日から11月1日に開
催される西日本大会（松江市で開催）への出場が決
定。選手は「さらに練習を重ねて、次の大会でも良い
成績を残したい」と、抱負を述べました。

7月21日●火 役場本庁舎

素早いヤマメを捕まえろ！

やまめのつかみ取り大会

物陰に潜むヤマメに狙いを定めて

　谷公民館主催の「やまめのつかみ取り大会」が行
われました。恐る恐る手を伸ばす子どもから、豪快に
水しぶきを上げて大物を追いかける子どもまで、楽
しみ方は十人十色。夏休みの恒例イベントを楽しむ
子どもたちの、元気な声が響きました。谷青年協議
会の協力によるヤマメの塩焼きも用意され、参加者
は香ばしい塩焼きを頬張りました。

7月19日●日 ふれあい養魚場（井戸谷）

令和8年、8年ぶり8回目の架け替え

大しめ縄撚り合わせ

架け替えを見ようと県内外から大勢の観光客が

　飯南町注連縄企業組合により、出雲大社神楽殿に掲
げられる大しめ縄の撚り合わせ作業が行われました。
　長さ13.6メートル、重さ約4.7トンの大しめ縄。大勢の
観客が見守る中、1日がかりで作業が進められました。
　翌21日には出雲大社での架け替えを迎え、職人達の
手による最終調整が施され、無事作業が完了しました。

7月20日●●祝月 大しめなわ創作館

よ

重機などを使い慎重に進められた撚り合わせ
よ

花火が彩る夏の夜

とんばらふる里夏祭り

大きな円になり盆踊りと頓原音頭を踊りました

　第37回とんばらふる里夏祭りが行われ、帰省客な
ど大勢の来場者で賑わいました。
　オープニングでは桜ヶ台保育所の児童が太鼓を披
露。頓原中吹奏楽部の演奏や、飯南牡丹組のよさこい
踊り、バンド演奏などもあり、来場者は賑やかな夏の
夜を過ごしました。終盤には打ち上げ花火も上がり、
大きな歓声が起こりました。

7月25日●土 頓原交流広場

防災ってなんだろう？

防災教室 in サマボラ

志津見湖の巡視船の乗車を体験

　町内の小中学生を対象としたサマーボランティア
スクールが、飯南町社会福祉協議会の主催で開催さ
れました。
　志津見ダムの見学や、日本赤十字社の防災スクール
を体験。昼食には、耐熱ビニール袋を使って、ご飯やカ
レーを湯煎で作りました。災害時の対応や防災を意識
するために日頃からできることを学びました。

7月30日●木 さつき会館・志津見ダム
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つのまちづくり重点政策5飯南町 創造力のある未来の人づくり 誰もが健やかな暮らしづくり誇れる産業と仕事づくり 安心して暮らせる環境づくり 協働で進めるまちづくり

　

長
崎
県
大
村
市
と
、「
姉
妹
都

市
提
携
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

し
ま
し
た
。

　

大
村
市
と
は
、共
通
の
姉
妹
都

市
で
あ
る
兵
庫
県
伊
丹
市
と
の
交

流
を
き
っ
か
け
に
、物
産
展
や
小
学

生
対
象
の
交
流
事
業
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
交
流
を
続
け
て
き
ま
し

た
。平
成
27
年
に
は「
友
好
交
流
都

市
協
定
」を
結
び
ま
し
た
が
、今

後
、よ
り
活
発
な
交
流
を
進
め
る

た
め
、こ
の
た
び「
姉
妹
都
市
協

定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

締
結
式
に
は
大
村
市
か
ら
の
市

民
ツ
ア
ー
参
加
者
の
ほ
か
、町
姉
妹

都
市
協
会
会
員
も
出
席
し
、両
市

町
の
関
係
者
と
共
に
、新
た
な
友
好

の
節
目
を
見
届
け
ま
し
た
。

姉妹都市提携に関する協定締結

大村市 園田裕史市長（左）と塚原町長

7月17日●金

　

魅
力
化
事
業
を
推
進
す
る
飯
南

高
校
が
、全
国
大
会
へ
出
場
し
ま

し
た
。高
校
生
が
広
く
活
躍
で
き

る
よ
う
、今
後
も
支
援
を
行
い
ま

す
。

●
報
道
部

N
H
K
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ

ス
ト（
7
月
21
日
〜
24
日
・
東
京
都
）

【
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
】

熊
本
葵
さ
ん　

準
々
決
勝
出
場

【
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
】

森
山
智
貴
さ
ん
、澤
田
煌
明
さ
ん
、

三
上
護
さ
ん　

準
々
決
勝
出
場

●
生
命
地
域
ラ
ボ
神
楽
愛
好
会

高
校
生
の
神
楽
甲
子
園

（
7
月
25
日
〜
26
日
・
広
島
県
）

出
場
演
目
：
滝
夜
叉
姫

●
J
R
C
部

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・ア
ワ
ー
ド

（
8
月
4
日
〜
5
日
・
東
京
都
）

日
本
赤
十
字
社
J
R
C
賞
受
賞

飯南高生が全国の舞台へ

堂 と々した舞を披露する神楽愛好会

　

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム（
広
島
市
）

で
開
催
さ
れ
た
公
式
戦
に
合
わ

せ
、イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま

し
た
。

　

飯
南
米
の
販
売
促
進
や
、大
し

め
縄
、森
林
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
と
い
っ

た
観
光
資
源
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の

が
目
的
。当
日
は
、大
型
ビ
ジ
ョ
ン

で
飯
南
米
を
P
R
す
る
映
像
の
放

映
、特
設
ブ
ー
ス
で
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
、本
町
の
魅
力
発
信
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、本
町
の
魅

力
や
情
報
を
発
信
し
て
フ
ァ
ン
づ

く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、特

産
品
や
観
光
資
源
の
P
R
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

　

7
月
31
日
付
で
、次
の
職
員
が

退
職
し
ま
し
た
。

　

飯
南
病
院　

医
師　

槇
野
貴
文

　

8
月
に
着
任
し
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
紹
介
し
ま
す
。

【
業
務
】地
域
協
力
活
動
×
I
T
リ

ス
キ
リ
ン
グ

●
高
橋　

希
代
香
さ
ん（
出
雲
市

か
ら
）

　

飯
南
町
で
山
登
り
や
リ
ン
ゴ
狩

り
が
し
て
み
た
い
で
す
。皆
さ
ん
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
活
動
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
地
域
協
力
活
動
×
I
T
リ
ス
キ
リ

ン
グ
協
力
隊
】

　

Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
取
組
を

行
う
町
内
の
団
体
・
事
業
所
等
と

連
携
し
、地
域
課
題
解
決
を
目
指

し
ま
す
。

わがまち魅力発信隊として飯南町をPR

多くの来場者に飯南米の魅力を伝えました

8月1日●土

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、新
た
に
農

業
委
員
14
人
と
、農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
14
人

を
決
定
し
ま
し
た
。7
月
24

日
の
総
会
で
は
、会
長
に　

岡
和
登
さ
ん
、会
長
職
務

代
理
に
中
祖
勉
さ
ん
を
選

出
し
ま
し
た
。

　

農
地
の
売
買
や
賃
借
、家

の
裏
の
農
地
に
墓
地
を
移

設
し
た
い
な
ど
、農
業
や
農

地
に
関
す
る
要
望
や
困
り

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、各

地
区
の
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
両
委
員
の
任
期
は
、令
和

11
年
7
月
19
日
ま
で
の
3

年
間
で
す
。

　

 

農
業
委
員
会
事
務
局 

　

 

7
6
・
2
2
1
4

農業委員・農地利用最適化推進委員が決定 ７月24日●金

退職者紹介

農業委員 ※敬称略

農地利用最適化委員会 ※敬称略

会長職務代理
中祖　勉
（谷）

伊藤厚志
（志津見・角井）

井上　優
（八神・獅子）

別木哲夫
（都加賀・花栗）

石橋洋司
（長谷・寺沢）

戸田佳代
（奥畑）

加瀨部一倫
（上区）

景山　昇
（敷波・佐見）

澤畠ひかる
（野萱）

安部孝志
（上来島）

藤谷貴美
（小田・真木）

宇都宮友美
（下赤名）

門眞一郎
（上赤名）

那須永英
（八神・獅子）

日野　均
（都加賀・花栗）

藤原　治
（長谷・寺沢）

岸　誠也
（奥畑）

宇山智明
（上区）

三嶋康広
（敷波・佐見）

三島信秋
（下来島）

佐々木英夫
（野萱）

景山泰治
（上来島）

木村　毅
（下赤名）

田部　弘
（上赤名）

中岡　啓
（小田・真木）

砂田和昭
（谷）

会長
　岡和登
（下来島）

空岡善　
（志津見・角井）

問

（　）は担当地区

（　）は担当地区

地域おこし協力隊を紹介
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中
学
校
統
合
を
早
く
進
め
て
ほ
し
い
。

少
人
数
で
の
教
育
活
動
に
は
限
界
が
あ

り
、子
ど
も
た
ち
も
大
人
数
で
の
学
習
が

楽
し
い
と
話
し
て
い
る
。

教
育
環
境
基
本
計
画
で
も
、中
学
校
は

統
合
の
方
向
性
を
出
し
て
い
る
。ど
こ
に

中
学
校
を
設
置
す
る
の
か
な
ど
検
討
課
題

が
あ
り
、慎
重
に
進
め
て
い
る
。

小
学
校
の
児
童
数
が
減
少
し
、危
機
感

を
感
じ
る
。飯
南
町
な
ら
で
は
の
教
育
を

行
う
と
い
う
が
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

教
育
を
考
え
て
い
る
の
か
。

仮
に
小
学
校
を
町
内
1
校
に
統
合
し
て

も
、小
規
模
校
に
変
わ
り
な
い
。保
育
所
か

ら
高
校
ま
で
が
連
携
す
る「
保
小
中
高
一
貫

教
育
」や
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル（
※
）

に
よ
る
、学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
た
教

育
を
強
み
と
捉
え
、継
続
し
て
い
き
た
い
。

※
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
協
働
し
て
学
校
運

営
に
参
画
し
、子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る

仕
組
み頓

原
に
設
置
す
る「
こ
ど
も
広
場
」は

民
家
か
ら
遠
く
、利
用
は
土
日
に
限
定
さ

れ
る
の
で
は
。こ
ど
も
広
場
の
利
用
者
が

増
え
る
よ
う
な
取
組
を
考
え
て
ほ
し
い
。

平
日
は
公
共
交
通
を
利
用
し
て
こ
ど

も
広
場
に
行
く
な
ど
、子
ど
も
た
ち
が
利

用
し
や
す
い
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。多

く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。

現
在
の
宿
泊
施
設
は
定
休
日
が
あ
り

不
便
だ
と
い
う
声
を
聞
く
。観
光
宿
泊
施

設
を
町
内
2
カ
所
に
す
る
計
画
だ
が
、休

日
が
無
い
よ
う
に
運
営
し
て
ほ
し
い
。

皆
様
の
意
見
や
宿
泊
客
の
ニ
ー
ズ
も

把
握
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

水
道
料
金
の
値
上
げ
は
仕
方
な
い
と

理
解
す
る
が
、観
光
事
業
な
ど
の
予
算
を

縮
小
し
、水
道
事
業
に
使
え
な
い
か
。ス

キ
ー
場
な
ど
観
光
事
業
は
利
用
料
金
を
値

上
げ
す
る
な
ど
利
用
者
に
負
担
し
て
も
ら

う
工
夫
も
し
て
は
。

観
光
事
業
の
経
済
効
果
も
数
年
前
に

調
査
し
て
い
る
。ス
キ
ー
場
に
限
ら
ず
、観

光
施
設
の
入
園
料
等
も
値
上
げ
な
ど
実
施

し
て
い
る
。

来
島
診
療
所
横
の「
あ
じ
さ
い
薬
局
」

の
再
開
の
見
通
し
は
あ
る
の
か
。

運
営
会
社
で
は
、薬
剤
師
確
保
後
の
営

業
再
開
に
向
け
、現
在
人
材
を
探
し
て
い
る
。

新
し
い
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建

設
が
進
ん
で
い
る
が
、現
在
入
所
で
き
る

人
数
は
１
３
０
床
で
あ
る
の
に
比
べ
、新

た
な
施
設
は
70
床
。施
設
に
入
れ
な
い
人

が
出
て
く
る
の
で
は
と
不
安
が
募
る
。

人
口
あ
た
り
の
床
数
や
、人
口
動
態
を

参
考
に
算
出
し
た
床
数
で
あ
り
、将
来
的
に

は
十
分
対
応
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

水
道
料
金
の
値
上
は
仕
方
な
い
が
、一

律
で
は
な
く
、世
帯
人
数
や
使
用
量
、高
齢

者
世
帯
へ
配
慮
し
た
料
金
設
定
を
し
て
は

ど
う
か
。

世
帯
人
数
や
使
用
量
に
よ
る
減
額
等

は
、検
討
委
員
会
で
も
十
分
議
論
し
た
。財

政
状
況
等
も
考
慮
し
、今
回
の
改
定
で
は

一
律
料
金
と
し
た
い
。

町
内
各
所
に
空
き
家
が
あ
り
、空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
す
ぐ
に
住

め
る
状
態
で
な
い
物
件
も
あ
る
。景
観
・
防

災
の
面
か
ら
も
空
き
家
対
策
を
考
え
て
も

ら
い
た
い
。

昨
年
度
空
き
家
調
査
を
実
施
。す
ぐ
に

住
め
る
空
き
家
の
数
な
ど
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
い
く
。空
き
家
は
個
人
の
所
有
で
あ

り
、所
有
者
と
も
相
談
し
な
が
ら
対
策
を

進
め
て
い
き
た
い
。

全
国
的
に
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
、取

り
合
い
に
な
っ
て
い
る
状
況
。即
戦
力
と

な
る
早
期
退
職
者
や
中
年
の
U
I
タ
ー
ン

を
促
進
し
、地
域
で
働
い
て
も
ら
う
の
は

ど
う
か
。

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
策
は
充
実
し

て
い
る
が
、財
政
的
な
状
況
か
ら
、全
て
の

世
代
に
対
し
て
支
援
策
を
行
う
の
は
難
し

い
。定
住
施
策
に
つ
い
て
は
、今
後
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

「
地
域
協
力
活
動
×
I
T
リ
ス
キ
リ
ン

グ
協
力
隊
」が
地
域
で
活
動
で
き
て
い
る

の
か
。せ
っ
か
く
来
て
く
れ
た
若
者
が
定

住
に
つ
な
が
る
よ
う
行
政
の
フ
ォ
ロ
ー
が

必
要
。

「
地
域
協
力
活
動
×
I
T
リ
ス
キ
リ
ン

グ
協
力
隊
」は
町
の
会
計
年
度
任
用
職
員

で
は
な
く
、民
間
事
業
者
の
採
用
と
な
る

協
力
隊
。現
在
農
業
法
人
等
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
な
ど
を
し
て
お
り
、地
域
に
定
着
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

「
地
域
協
力
活
動
×
I
T
リ
ス
キ
リ
ン

グ
協
力
隊
」は
、将
来
I
T
を
活
用
し
た
仕

事
を
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、町
内
で
I
T

活
用
の
仕
事
で
生
計
を
立
て
て
い
る
人
が

い
る
の
か
。

町
内
で
も
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
し
て

い
る
人
が
増
え
て
き
て
い
る
。包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
た
I
T
企
業
L
U
L
L

（
東
京
都
）と
も
協
力
し
、都
市
部
の
仕
事

を
受
注
し
、町
内
で
行
う
仕
組
み
づ
く
り

も
行
っ
て
い
く
。

毎
月
の
自
治
会
配
布
文
書
の
う
ち
、各

戸
配
布
が
多
い
。回
覧
に
し
て
も
良
い
の

で
は
。回

覧
で
は
手
元
に
文
書
が
残
ら
な
い

の
で
、内
容
に
よ
っ
て
各
戸
配
布
に
す
る

か
決
め
て
い
る
。自
治
区
長
等
と
協
議
は

し
た
い
が
、現
状
の
継
続
を
考
え
て
い
る
。

公
式
L
I
N
E
、H
P
な
ど
町
か
ら
の

情
報
提
供
が
遅
い
。熊
の
出
没
情
報
な
ど

す
ぐ
に
発
信
し
て
ほ
し
い
。

緊
急
情
報
は
迅
速
に
お
知
ら
せ
で
き

る
よ
う
体
制
を
考
え
た
い
。各
課
に
よ
っ

て
提
供
さ
れ
る
情
報
に
も
ば
ら
つ
き
が
あ

る
た
め
、統
一
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

　

７
月
、町
内
５
つ
の
会
場
で
町
政
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
・
意
見
と
、町
の
回
答
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す（
Ｑ
：
質
問
、Ａ
：
回
答
）。

※
各
会
場
で
の
質
問
・
意
見
、回
答
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

町
政
座
談
会
を
開
催

YouTube
飯南町チャンネル

【
内
容
】

町
か
ら
情
報
提
供

①
最
優
先
課
題
・
重
点
施
策

②
5
つ
の
政
策
分
野
ご
と
の
施
策
等

※
町
長
に
よ
る
施
策
説
明
は
Y
o
u
T
u
b
e

　

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

子
育
て
・
教
育
・
文
化

自
治
・
行
政
運
営

産
業
振
興

定
住
・
生
活
・
防
災
・
自
然
環
境

保
健
・
医
療
・
介
護
・
福
祉

A Q

A QQ

A Q

AAA QQQ A

AAA QQQQ

AAAA QQQ

町ホームページ
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飯南病院便り

保健福祉センター便り

9月10日～16日は「自死予防週間」  ～一緒に考えてくれる人はいますか？～

みんなでつくる!

笑顔あふれる飯南暮らし
「笑顔あふれる飯南暮らし」をテーマに、各地域で取り組まれている活動を取り上げていきます。

このまちの暮らしをたどる

追加された新機能
　高齢化の進行、独居、高齢者の
みの世帯、認知症等の問題が年々
進行してきている中で、こうした住
民の見守り・安否確認の問題が重
要性を増してきています。それに
伴って、ご家族・親族、近隣の人、
自治会役員、行政関係者、福祉関
係者の負担も一層大きくなってき
ています。

　このような現状を改善するために、飯南町でも新た
に登場してきた「見守り・安否確認の手段」が住民への
助成対象として採用されました。「おはようタッチ」機
能と「冷蔵庫センサー」機能ですが、ご存知でしょう
か？
　①「おはようタッチ」機能は、毎朝白いボタンを押す
ことで、登録されている子どもさんや親族のスマホに、
変わりなく生活ができていることを自動的に送信する
ものです。

　②「冷蔵庫センサー」機能は、冷蔵庫に取り付けた器
具が、冷蔵庫の開け閉めを感知して、登録している人
に開け閉めがない事を自動的に送信するものです。
　両者の共通点は、携帯電話回線を利用して自動的
に送信されるということですが、大きな違いは、①は押
し忘れると、逆のメッセージ（押せない事態が発生して
いる可能性があること）を伝えることになってしまうこ
と。一方、②はセンサー感知に不具合がなければ、軽度
の認知症の人でも使えるという点です。
　ヒートショックや熱中症に限らず、安心・安全な生活
を支える手段のひとつとして住民に周知を図ることが
必要です。出番の少ないこれまでの緊急通報システム
に追加された機能として住民に紹介されているため、
周知を図るためにはひと工夫が必要です。
　緊急時に使うものではなく、変わりなく生活できて
いることを伝えるもので、毎日使う全く別の機能です。
独居又はそれに準ずる生活に不安のある方は、保健福
祉課にご相談下さい。

飯南病院  医師
安 田 　勲

　飯南町民俗資料館をご存知ですか。ここには江戸から昭和初め頃まで使用
されてきた雪にまつわる民具約150点が収蔵されています。これらは「奥飯石
及び周辺地域の積雪期用具」として国の重要民俗文化財にも指定されており、
このまちの暮らしの変遷や、文化の推移を理解するのに非常に重要な資料です。
　厳しい自然環境を乗り越えるために生み出された独自の民具の数々。
それらからは、雪と共にたくましく生きた、先人の暮らしが思い浮かびます。

貴重な民具が並ぶ館内

脱炭素チャレンジインフォメーション vol.9

飯南町は、令和５年３月に脱炭素のまち宣言を行いました。
町民の皆さんにも取り組んでいただけるよう、定期的に情報をお届けします。

親子で挑戦！おうちの「脱炭素」ナゾトキクイズ
飯南町は「2050年までに、CO2（にさんかたんそ）を出さないまちになろう!」と決めました。その名も「脱炭素のまち宣言」！
みんなにも仲間になってもらいたいから、親子でクイズにチャレンジして｢脱炭素マスター｣を目指そう！

だつたん そ

くらしの中には、「電気代などが安くなって、

しかも地球にもやさしい」という

魔法みたいな方法が

隠れているって知ってた?
かく

①エアコンの秘技（冷暖房・節約）　

一気に部屋を快適にして、一番電気代(CO2)を少なくで
きる「夢のような風量モード」はどれかな?

Ｑ

【ナゾ①】  ●正解：Ｃ「自動」モード!
エアコンがいちばん電気を使うのは「部屋の温度を変える
とき」。「弱」だと時間がかかって、かえって電気代が高くなっ
ちゃうんだ。「自動」なら、最初はグーンと強風で一気に快適
にして、あとはそっと弱くしてくれる。まさに賢者の技！

【ナゾ②】  ●正解:Ａ「新しいトイレットペーパーや段ボール」!
紙をもう一度きれいに溶かすと、トイレットペーパー
や箱に大変身!燃やさずリサイクルすればCO2も減
らせるし、紙のもとになる「森の木」も守れる。一石二
鳥どころか一石三鳥だ!

【ナゾ③】  ●正解:Ｃ「飯南町産の旬のトマト」!
遠くから運ぶほど、飛行機やトラックの燃料が
たくさん必要になるよ。近くでとれた野菜なら
運ぶ距離が短くて燃料もカット。しかもお安
く、とれたてで美味しい！いいことだらけだね。

お金がかからなさそうな「弱」モード

風の力を限界まで高める「強」モード

エアコンにまかせる「自動」モード

Ａ

Ｂ
C

③買いものエリアの秘密（地産地消）　

運ぶための燃料(CO2)を一番使っていない、地
球にやさしい食べものはどれかな?

Ｑ

飛行機でやってきた「外国産のフルーツ」

トラックで遠くから運ばれた「北海道のジャガイモ」

近くの畑から届いた「飯南町産の旬のトマト」

Ａ

Ｂ
C

②紙の復活魔法（資源ごみ・リサイクル）

お菓子の箱、ティッシュの箱、お買いものの「紙袋」。
これらを「もえるごみ」に捨てずにリサイクルすると、ど
んな「すごいアイテム」に変身するかな?

Ｑ

新しいトイレットペーパーや段ボール

ピカピカ光る金メダル

おいしいお菓子のおまけシール

Ａ

Ｂ
C

\ キミは何問正解できたかな? /
おうちの人と一緒にできることからチャレンジして「脱炭素マスター」を目指そう！

ナゾ？
ナゾ？

ナゾ？

【飯南町民俗資料館】
　 飯南町頓原2084-4　　 平日8:30～17:00　　 無料
●問合せ・入館申込　飯南町教育委員会　 76-3944

【自分自身のケア】
●つらい気持ちを抱え続けると、こころも身体も疲

れ、解決への道が見えにくくなってしまいます。
●信頼できる家族や友人、職場の人、地域の相談機

関などに相談してみませんか。

　飯南町では、心の健康や生活上の困りごとなど、さまざまな相談をお受けしています。
　ご本人だけでなく、ご家族や周囲の方からの相談も可能です。
　気になることがありましたら、一人で抱え込まず、お気軽にご相談ください。

【相談を受けたときの対応】
●すぐに解決しようとせず、まずは相手の気持ちに

耳を傾けましょう。
●一人で抱え込まず、必要に応じて専門の相談機関

につなぐことも支えになります。

■保健福祉課　　72-1770（受付時間　平日8：30～17：15）
■厚生労働省相談窓口「まもろうよこころ」
　・電話で話す　＃いのちSOS　　0120-061-338
　・SNSで相談　LINEなど各種SNSからも相談できます。　

まもろうよ こころ
厚生労働省

相談することの大切さ

相談先

SNSから
相談

クイズの答えはこのページの下部にあるよ！
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72-0147頓原精機株式会社

ラインオペレーター
◎月175,000～200,000円 １人フル

１人パートラインオペレーター
◎時1,200円

72-0102（株）堀江運送

機械その他輸送、小荷物配送・一般廃棄物輸送等
普通運転免許（AT限定不可）
◎日8,500～12,000円

１人フル

１人パート
電話応対、帳簿整理、パソコンによる簡単な伝票作成、
来客対応などの事務
◎時1,033～1,200円

72-0102(有)ホリエ

農林業機械の販売・修理、建設機械レンタル業
◎日8,500～12,000円 １人フル

１人パート
電話応対、帳簿整理、パソコンによる簡単な伝票作成、
来客対応などの事務
◎時1,033～1,200円

72-1080（株）いいなん

一般廃棄物受託業務（家庭ごみ収集、分別作業）
普通自動車運転免許
◎日8,500円～

１人パート

一般廃棄物受託業務（家庭ごみ収集、分別作業）
普通自動車運転免許
◎日8,500円～

１人フルタイム

72-0097飯南町地域づくり協同組合
派遣先により命ぜられた業務（農業・製造業・サービス業等）
◎月180,000～228,000円 ２人フル

0854-62-0214掛合マツダ（有）

自動車部品分解・整備（就業地：雲南市）
普通自動車運転免許（AT限定可）
自動車整備技士・検査員資格保持者優遇
◎月200,000～250,000円

１人フル

070-1560-8779(株)キャリママ
・架電業務、受電業務（カスタマーサポート・問い合わせ対応等）
・事業業務（データ入力・資料作成・バックオフィス対応等）
◎月170,000～200,000円

フル若干名

・架電業務、受電業務（カスタマーサポート・問い合わせ対応等）
・事業業務（データ入力・資料作成・バックオフィス対応等）
◎時1,400円～

パート若干名

求 人 情 報

飯南町無料職業紹介所
（役場商工観光振興室内）
　76-2214

　無料職業紹介所で受け付けた求人を紹介します。詳しい内
容を知りたい方、このほかの求人情報をご覧になりたい方は、
お問い合わせください。求人情報の閲覧のみも可能です。

※表示のない市外局番は「0854」です
一覧はHPより
ご確認ください

　 9月12日（土）13：00～18：00
　　　13日（日）10：00～13：00
　 ふれあいホールみせん
　地域のみんなが趣向を凝
らした手作りのお化け屋敷。
夏にぴったりの、最高に怖くて
楽しいお化け屋敷を体験しま
せんか。

［申込み］ 頓原公民館
　　　　　 72-0980

お化け屋敷 ふぇふの館

イベント情報

…日時《記号の説明》 …場所 …対象 …内容 …締切・期限 …問合せ…期間

　行政相談は、国や役所の仕事に対する意見や要望を
受け付け、その解決を促進し、行政運営の改善に役立
てるための制度です。
　行政相談月間にあわせ、行政相談員が行政相談所を
開設し、相談を受け付けます。
　 9月10日（木） 9：00～11：00
　 さつき会館
　 10月9日（金） 9：00～11：00
　 飯南町役場
●行政相談員　両日ともに 杤木 博文さん
　 総務省島根行政監視行政相談センター行政監視行政
　 相談課 　 ０８５２-２１-３６３０

9月1日～10月31日
行政相談月間

対象となる世帯
●平成２５年８月から平成30年９月までの間に、飯南町

で生活保護を受給していた全ての世帯
●平成30年１０月から令和８年３月までの間に生活保護を

受給したことがある世帯のうち、一定期間入院・入所さ
れていた方、障がいのある方で加算されていた方、毎年
１２月に支給される期末一時扶助費が算定された世帯

※亡くなられた方は対象となりません。
※他の自治体で生活保護を受給していた場合には、その当時の自治

体で追加給付を行います。生活保護を受けていた自治体へ、当時
の世帯主から申出を行ってください。

●相談先
最高裁判決を踏まえた保護費の追加給付センター（厚
生労働省）
　０１２０-１７９-４４５（フリーダイヤル）
　 福祉事務所　　72-1773

最高裁判決に基づく
生活保護費追加給付の受付開始

　年金に関する手続き、各種公的手続きには時間がか
かる場合があります。余裕を持ってお出かけください。

金融機関の窓口営業時間

問

海上保安庁
ホームページ

　「島根かみあり国スポ・全スポ2030」に向け、大会を盛り
上げる「県民参加の取組」を行う団体を募集しています。
取組内容
●魅力を発信する取組　●大会を盛り上げる取組
●おもてなしの取組　　 ●スポーツに関する取組
登録特典
●大会グッズをプレゼント
●県民参加を推進する団体として紹介
　 島根かみあり国スポ・全スポ準備室
　 　0852-67-4134

国スポ・全スポを盛り上げよう

島根県
ホームページ

　放送大学は、令和８年１０月入学生を募集しています。
●授業形式
　BS放送、インターネットで視聴、講師から直接受ける
授業の３つの形式があります。

【入学説明会・相談会】
　 ８月３０日（日）１４：00～１７：00
　 放送大学島根学習センター
　 （松江市白瀉本町４３スティックビル４階）
　 放送大学島根学習センター
　 　０８５２-２８-５５００

放送大学10月入学生募集

問

　令和９年4月入校の海上保安官（国家公務員）養成
の学生採用試験を行います。
【海上保安大学校学生採用試験】
●受付期間　8月20日～9月7日
●一次試験　10月24日（土）、25日（日）
※受験料なし
※在学中給与支給
　詳しくは海上保安庁ホームページを
ご確認ください。
　 浜田海上保安部　管理課
　 　0855-27-0770

海上保安官になろう

問

　美しい景色や四季折々の自然など、志津見湖周
辺で撮影した写真を応募しませんか。とっておきの
一枚を募集しています。
　「人物・イベント部門」「風景部門」

「ファミリー部門」の各部門につき1人
1点まで応募可能です。
　 令和9年1月15日（金）まで
　 志津見湖フォトコンテスト事務局
　 　76-2864

志津見湖フォトコンテスト
応募者を募集しています

応募方法など
詳しくはこちら

問

問

76-3711オージェイケイ株式会社 島根工場

倉庫業務（フォークリフト運転あり）
フォークリフト運転技能者・普通自動車運転免許（AT可）
◎月173，500～264，500円

1人フル

プラスチックシート製造オペレーター
◎月233，500～324，500円 2人フル

生産工程管理事務員
◎月173，500～249、500円 1人フル

プラスチックシート製造工（スリッター業務）
◎月173，500～264、500円 1人フル

一般事務員（製造データ入力等）
◎月173，500～264，500円 1人フル

窓口営業時間（平日）
9：00～17：00

9：00～16：00

9：00～12：30　13：30～17：00
9：00～12：30　13：30～16：00

9：00～11：30　12：30～15：00
9：00～11：30　12：30～14：30
8：45～11：30　12：30～15：00

郵　便

貯金・保険

郵　便

店舗窓口
店舗窓口
店舗窓口

※詳しくは各金融機関にお問合せください。

貯金・保険
※9月7日から12：30～13：30が窓口休止になります。

金 融 機 関

頓原郵便局
志々郵便局

来島郵便局

谷 郵 便 局

赤名郵便局

山陰合同銀行赤名支店
JAしまね頓原支店
JAしまね赤来支店

問
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森林セラピー通信

森のたより
（一社）飯南町観光協会
　76-9050
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令
和
7
年
度　
「
家
族
で
つ
く
る
人
権
標
語
」優
秀
作
品
か
ら

ご
用
心
!　

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
と
し
あ
な

　

標
語
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
み
ん
な
で
意
識
し
、差
別
や
偏
見
の
な
い

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
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琴
峯
華
句
会　
七
月
の
作
品
か
ら赤

名
小
学
校
4
年

小
野
あ
お
い
さ
ん

家
族
名
大
輔
さ
ん

お　

の

●9月のし尿汲取り日

●9月のごみ収集日

決められた日時を
必ずお守りください。

収集地区 収集日収集日 収集日

金属類・灰類
くつ類・プラスチック類

陶器・ガラス類
くつ類・プラスチック類

14日（月）1日（火）

28日（月）7日（月）

29日（火）8日（火）

30日（水）9日（水）

15日（火）2日（水） 23日（水）

16日（水）

16日（水）3日（木）

汲取り地区

頓原・志々

赤　名

来　島

汲取り日

9日（水）

19日（土）

16日（水）

11日（金）

26日（土）

　19日（土）

資源物

［クリーン㈱］　 72-1401（頓原地域）
［クリーン㈱］　 76-2441（赤来地域）

頓　

原

赤　

来

雲南市
飯南町事務組合
ホームページ

雲南夢ネットのデー
タ放送や雲南市・飯
南町事務組合ホーム
ページでも確認する
ことができます。

町区、敷波（古城・稲荷・田鍬下）

赤名（上市・中市・下市）、衣掛団地、宮ノ下団地
下赤名住宅地区
上赤名、下赤名、谷、上来島（上来島・安江・横路）、小田真木
野萱（琴麓、町道下三日市橋）、下来島
上来島（杉戸）、野萱（塚原・三日市・野萱・下三日市）

川東、川西（南）

都加賀、奥畑、上区、花栗、長谷、寺沢
敷波（田鍬西・田鍬東・琴引中・琴引奥）
佐見、獅子、川西（谷川・西・才谷1・才谷2）、志津見、角井

［いいしクリーンセンター］　 72-9217

●中山間地域研究センター　　76-2025
https://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

「生命地域」を未来へつなぐ
しまね・中山間地域セミナーを開催

ホームページはこちら

土
も
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水
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て
ゐ
る
梅
雨
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こんにちは中山間地域研究
センターです。

長崎県大村市からのお客様をお迎え
～森林セラピー体験～

　島根県中山間地域研究センターでは、「生命地域」で
ある中山間地域の魅力を再認識し、元気な中山間地域
を未来につなぐきっかけづくりとなるよう、「中山間地域
で稼ぐ・暮らす」をテーマにセミナーを開催します。
　あわせて、センターの研究についても報告しますの
で、ぜひお出かけください。　
　 令和８年10月２日（金） 13：30～16：00
　 島根県中山間地域研究センター２階　大会議室
●基調講演
　講師　牧 大介　氏
　（株式会社エーゼログループ代表取締役CEO）
　演題　中山間地域の稼ぎと暮らしを再構築する
　　　　～ローカルベンチャーという挑戦～

●中山間地域研究センターからの報告
　報告①　半農半Xの稼ぎ方と暮らし方の事例
　　　　　～収入をどう組み立てているか、どう暮らし
　　　　　ていこうと考えているか～
　報告②　山の恵みで稼ぐ！
　　　　　～クロモジ・サカキ栽培への挑戦～
　詳細は当センターホームページをご覧ください
　 100名（参加費無料）
　 しまね電子申請サービス・電話
　 　76-3858

（申込者(代表者)の氏名、電話番号、
参加者数をお知らせください）
　 令和８年９月１日（火）～9月24日（木）
　 (電話受付は平日9：00～17：00）
　 企画振興スタッフ　 76-3858

【牧 大介　氏のプロフィール】
1974年　京都府生まれ
京都大学大学院（森林生態学研究室）修了
後、民間シンクタンクの研究員として人と
自然の共生をテーマとする政策立案や新
規事業の企画などを手掛ける。
2009年10月、岡山県西粟倉村で（株）西粟
倉・森の学校（エーゼログループの前身）を
設立し、現在（株）エーゼログループ代表。
主な著書として『ローカルベンチャー』(木
楽舎)がある。

定

申

電子申請
サービスはこちら

7月18日、長崎県大村市の皆様が飯南町ツアーに訪
れ、森林セラピーを体験されました。
　当日は雨も心配されましたが、セラピー体験中は降ら
ず、五感いっぱいに飯南町の自然を感じていただけまし
た。
　中でも好評だったのが、「森の香り袋づくり」。スギ・ヒ
ノキ・クロモジの葉をブレンドし、アクセントとしてラ
ベンダーやカモミールなどのハーブの香りを足し、自分
だけの癒しの香り袋を完成させます。季節や温度によっ
て異なりますが、香りは1～2週間ほど続き「旅の思い出
のお土産になった」と喜んでいただけました。
　実は「香り」は、五感の中で唯一、脳の感情や自律神経
を司る部分へダイレクトに届くと言われています。スギ

やクロモジなどの木の香りを深く吸い込むだけで、自律
神経が整い、心がホッと落ち着く効果があります。
※香りが自律神経を整える効果や、森林の香りがストレスホルモンを
減らす効果は、医学・森林医学の研究（森林総合研究所など）でも科学
的に実証されています。

　森に入る前は「歩けるかな？」など、少し不安気味だっ
た方も「自分に合ったコースにしてくれてしっかり楽し
めました」と、セラピーが終わる頃にはすっかりリラッ
クスされ、笑顔でその後のツアーも楽しまれていまし
た。
　まだまだ厳しい暑さが続きます。疲れた心と身体をほ
ぐしに、町民の皆さんもぜひ涼しい飯南の森へ癒やされ
にいらしてくださいね。（大上）
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まちのスケジュール

町の人口　4,180人（前月比－6人）  世帯数1,972戸　R8.8.1 現在

食生活改善推進員養成講座（保健福祉センター）

オレンジカフェ（交流センターとんばら）

乳がん検診（来島交流センター）
オレンジカフェ（つがか工房）

ほっと。cafe子育て世代食講座（来島保健センター）

頓原中体育祭

乳がん検診（午前：さつき会館　午後：保健福祉センター）

乳児・1歳6か月児・3歳児健診（保健福祉センター）

親子で防災キャンプ（赤名改善センター）

飯南町秋季畜産共進会

はぴこ無料結婚相談会（役場本庁舎）※予約制

国民健康保険料納期限・後期高齢者医療保険料納期限

行政相談（さつき会館）

赤名小始業式

赤来中体育祭

しまね家庭の日

赤名小運動会

オレンジカフェ（上赤名会館）
小学校運動会（頓原・来島）
志々地区合同体育大会

赤名地区町民体育大会（赤名小）

スマホで
広報誌を
読んでみ
ませんか

ᄫႊྎ୰ಠԢԝԢ

ほっと。Café（来島保健センター）〈毎週火・水・金曜日〉
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「
出
雲
大
社
の
大
し
め
縄
を
作
れ
る
職
人

に
な
り
た
い
」。そ
の
夢
を
胸
に
、令
和
2
年

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
た

古
賀
崇
真
子
さ
ん
。任
期
終
了
後
も
飯
南
町

注
連
縄
企
業
組
合
の
職
人
と
し
て
ひ
た
む

き
に
研
鑽
を
重
ね
、7
月
21
日
に
は
念
願

だ
っ
た
出
雲
大
社
神
楽
殿
で
の
架
け
替
え

作
業
に
臨
み
ま
し
た
。

　

自
身
初
と
な
る
大
し
め
縄
の
奉
納
。ベ
テ

ラ
ン
職
人
た
ち
の
背
中
を
追
い
な
が
ら
、真

剣
な
眼
差
し
で
大
役
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

す　

ま　

こ

　
「
農
業
人
口
の
減
少
が
進
ん
で
も
食
料
需

給
を
維
持
で
き
る
、持
続
可
能
な
農
業
を
目

指
し
て
い
ま
す
」。

　

そ
う
話
す
の
は
、大
手
農
業
機
械
メ
ー

カ
ー
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
活
躍
す
る
大
役

寺
泰
平
さ
ん（
40
歳
）。大
学
等
で
機
械
工
学

を
学
ん
だ
後
、生
き
る
の
に
欠
か
せ
な
い「
食

料
」に
関
す
る
仕
事
が
し
た
い
と
、大
手
農
業

機
械
メ
ー
カ
ー
へ
の
就
職
を
決
め
ま
し
た
。

　

所
属
し
て
い
る「
先
行
開
発
部
」は
、将
来

に
わ
た
り
農
業
を
維
持
す
る
た
め
、「
少
し
先

の
未
来
を
見
据
え
た
新
し
い
農
業
機
械
の
開

発
」を
手
が
け
る
部
署
。化
石
燃
料
を
使
わ

ず
、電
気
で
動
く
農
業
機
械
や
、自
動
操
縦
が

で
き
る
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
開
発
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

農
家
の
方
と
話
を
し
な
が
ら
、機
械
の
性

能
や
、農
作
業
の
工
程
を
確
認
す
る
こ
と
も

あ
る
の
だ
そ
う
。

　
「
開
発
し
た
機
能
や
機
械
の
改
良
に
よ
り
、

農
作
業
が
楽
に
な
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
た

時
は
う
れ
し
い
」と
大
役
寺
さ
ん
は
微
笑
み

ま
す
。

　

大
役
寺
さ
ん
の
開
発
す
る
農
業
機
械
は
、

農
業
人
口
の
高
齢
化
や
減
少
、中
山
間
地
域

の
農
業
効
率
化
な
ど
、ま
さ
に
飯
南
町
が
抱

え
て
い
る
課
題
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
「
離
れ
て
い
て
も
飯
南
町
の
こ
と
が
好
き

で
す
。機
械
の
開
発
を
通
し
て
、少
し
で
も
地

元
に
貢
献
し
た
い
」と
大
役
寺
さ
ん
。手
が
け

た
農
業
機
械
が
、こ
の
ま
ち
で
活
躍
す
る
日

も
遠
く
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
世
代
の
農
業
機
械
開
発
に
奮
闘
す
る
視

線
の
先
に
は
、豊
か
な
農
地
に
囲
ま
れ
た
、ふ

る
さ
と
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

技
術
が
拓
く
、次
世
代
の
農
業

61
このまちに住んで
いようと、なかろう
と、ルーツをたどれ
ば飯南町。生まれや
育ちは違っても、飯
南町に縁やゆかり
がある。そんな人た
ちを紹介します。今
回登場した人が次の
人を指名。つながり
続くよどこまでも。

下赤名出身。赤来中、松
江工業高等専門学校電
子制御工学科卒業。高
専卒業後は豊橋技術科
学大学へ編入し、機械
工学を専攻。現在は大
手農業機械メーカーで
エンジニアとして活
躍。（滋賀県在住）

趣味は登山と家庭菜園という大役
寺さん。子どもと一緒に収穫し、採
れたての野菜の美味しさを味わう
のが楽しみ。飯南町の好きなところ
は「気持ち良く過ごせるところ」。星
空や空気などまちの環境や雰囲気
が好きだと話します。特集  ソフトボールを応援しよう！

夢を綯う（出雲大社神楽殿大しめ縄奉納）を綯う綯綯綯綯
な

8
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笑顔と誇りを未来へつなぐまち  飯南

大役寺 泰平 さん
だい やく   じ たい へい

敬老の日

国民の休日

秋分の日


